
医療・福祉関係施設のみなさま    脳卒中に対する iPS細胞・間葉系幹細胞治療のリハビリテーション  

 

 標記について、下記のとおり、講演とコンサートのコラボのイベントを企画いたしました。  

感染予防対策を万全にして計画しておりますので、是非、ご参加ください。  

  

記  

 

1. 日時・場所： 北九州会場 2022 年 9月 19日（祝）  14:00～17:10  

2. 主催：Cello4 コンサート実行委員会 ＆ 臨床再生医療リハビリテーション研究会 ・日本 CI therapy 研究会 

3. 開催名と開催時間                                      

         1 部：14:00～15:10「中枢神経疾患に対する再生医療とリハビリテーション」  

        2 部：15:20～16:00「世界一のチェロアンサンブル in 福岡」  

        3 部：16:10～17:10 再生医療リハビリテーションの実際（当事者デモと実習） 

 

4. 場所  北九州 黒崎ひびしん中ホール 北九州市八幡西区岸の浦 2-1-1   

5. 参加費  

  １部・2 部・3 部あわせて 4,000円、学生 1,000 円（1 つの部のみの参加の場合も 4,000 円になります）  

6. 講師：田邉浩文 博士（保健学）湘南医療大学大学院 保健医療学研究科教授 副研究科長           

 臨床再生医療リハビリテーション研究会代表 アヴェニューセルクリニック共同研究員  

7. 内容  

 【1 部】間葉系幹細胞投与後の再生医療リハビリテーションを実践し、通常のリハビリテーションとは異なる回復幅を

経験した田邉が科学的な解説を加えながら体験談をお話しします。また、再生医療と先制医療普及後の将来のリハビ 

リテーション像についてもお話しします。  

  

 【2 部】チェロ四重奏コンサート キャスト：林峰男（ベオグラード国際チェロコンクール１位）、  

  宮地晴彦、玉川克、三森未來子 演目内容：パッフェルベル：カノン、シューマン：トロイメライ、ドビュッシー：月

の光 バッハ：無伴奏ヴァイオリンパルティータ 第２番より『シャコンヌ』、他  

  

【3 部】再生医療リハビリテーションの実際・当事者デモンストレーションと実習  

  

8. 申込先/お問い合わせ  

  rigaku111@yahoo.co.jp 宛へ、タイトル：「再生リハとチェロ福岡」または、「再生リハとチェロ北九州」  

  本文に「氏名」「連絡先メールアドレス」をご記入いただき送信下さい。折返し、振込先をメールにてお伝えします。   

  ※1 部または 2 部のみのご参加希望の場合はその旨ご記入ください。  

9. 管理 受付時の検温、換気、距離を確保しての配席、会話の禁止を徹底します。講演内容に対する質問は事前配布の

質問用紙に記入してスタッフにお渡しください。後ほど田邉がまとめて回答します。   

  

  

 

 

 

 

 



1部：中枢神経疾患に対する再生医療とリハビリテーション講演  

講師：田邉浩文   

博士（保健学）湘南医療大学大学院 保健医療学研究科教授 副研究科長   

臨床再生医療リハビリテーション研究会代表 ｱｳﾞｪﾆｭｰｾﾙｸﾘﾆｯｸ研究員  

 2012 年大野典也博士（自家細胞免疫療法トップランナー）とともに脳性麻痺の  

再生医療リハビリテーションを試みる。2012 年から重度片麻痺の機能回復アプローチ  

「タナベセラピー」を開発。2021 年から間葉系幹細胞投与後の再生医療リハビリテー 

ションを行う。  

  

タイトル：再生医療とリハビリテーション  

サブタイトル：再生医療の概要と脳血管疾患に対する間葉系幹細胞の臨床効果 そして未来のリハビリテーション

について 

  さまざまな「組織幹細胞」の性質が研究される過程で、私達の身体の中には、受精卵のなかの ES 細胞と同様に

さまざまな種類の細胞に分化する能力が高い「間葉系幹細胞」と呼ばれる幹細胞があることが分かってきました。

間葉系幹細胞は細胞分裂して増殖する能力が高く、神経や筋、脂肪、骨などに分化する、 

「多分化能」を持っています。田邉は、実際に間葉系幹細胞投与後に麻痺肢の運動を誘発して多用させるリハビリ

テーションを行い、新たな随意運動が出現、異常筋緊張が改善するなど、通常のリハビリテーションではありえな

い体験をしました。   

 再生医療専門医は、脳の細胞治療では、細胞置換だけでは回復せず、神経再生と再プログラミングを誘発するリ

ハビリが必要であるといいます。しかし、何をすればよいのかわからないともいいます。数人ではありますが、成

果を出し、効果を引き出す介入条件の仮説を立てている田邉は、再生医療プロジェクトの会議にも招待されていま

す。脳の再生医療では、運動の再学習が必要であり、今までのリハビリテーションとは別の介入が、理学療法士・

作業療法士、それぞれ必要になってくるように思います。1 部では動画をお見せし、科学的な解説を加え体験談を

お話しいたします。3 部は、片麻痺当事者に対して実際どのような介入をしないと効果が表れないのか、デモンス

トレーションを行います。 AI の研究者マイケル・オズボーン氏）が発表した「雇用の未来（The Future of 

Employment）」では、AI の発展後にも必要な職業に、理学療法士は第 90 位、作業療法士は第 6 位にランキング

されています。理学療法士の仕事、作業療法士の仕事、さまざまな診療科の医師の仕事がどうなっていくのか、再

生医療の視点から、みなさんとともに論考できればと存じます。            田邉浩文  

  

医療とチェロのコラボについて  

田邉は素人チェリストです。出演者は国内最高峰のチェリストで、田邉が憧れるチェロの師匠です。特にスイス

在住の林先生は、世界的に有名なトップチェリストですが、コロナ禍により芸術活動が全くできなくなりました。

昨年、そんなトップチェリストが 4 人集い、Cello4 が結成され、文化庁の文化芸術復興事業として全国ツアーが

行われました。疲弊した国民を癒し文化芸術の復興を目指す事業ですが、文化庁予算だけでは、企画運営・現地ス

テージ管理・財務会計・文化庁調整・運転手を雇うことができなくなりました。田邉は元防衛省管理職で様々な行

政ポストを経験、簿記 1 級、財務諸表論資格、大型運転免許と Cello4 を支援するすべての素養をたまたま保有し

ており、総合マネージャとして全国ツアーを完遂しました。その後、林先生が来日された時、田邉は居酒屋で林先

生と 2022 ツアーの担当を約束しました。そのとき、「この世界一の演奏を、今、疲弊している我々医療従事者に

聴かせてください」とお願いし、今回のコラボ開催を行うこととなりました。  

  

  

  



  



  
  

  

  


